
経皮的大動脈弁置換術を受けられる患者さんへ 様

担当医 説明看護師

月日 / / / / /

経過 入院～手術前日 手術前 手術後 術後1日目 術後2日目 術後3日目 術後4日目　退院

目　標

手術に向けての準備ができている。 全身状態（意識、循環、呼吸）
が安定している。
創部に問題がない。
疼痛のコントロールができてい
る。

入院前より日常生活動作の低
下がない。
退院後の生活の注意点を知っ
ている。

処　置

手術着に着替え、歩行また
は車椅子でインターベン
ションセンターに行きま
す。

適宜、血圧、脈拍、体温測定を
します。
酸素吸入をします。
心電図モニターを装着します。

回診
医師の指示があるまで、
酸素吸入、心電図モニター
は続きます。
体重測定

点　滴
点滴をします。 点滴終了

お　薬

お薬の確認をしますので、
普段飲んでいる薬とお薬手帳
を持ってきてください。

医師から指示されたお薬
のみ内服します。

医師から指示されたお薬のみ内服を再開します。

検　査

採血・レントゲン
心電図

採血 採血
レントゲン

採血
レントゲン
心電図
心エコー

食　事

塩分制限食（6g）
水分制限がある場合はお伝え
します。
21時以降は何も食べたり飲ん
だりしないでください。

食べたり飲んだりすること
はできません。

食べることはできません。
飲み込みに問題がなければ、
帰室3時間後から飲水ができるよ
うになります。

問題がなければ昼から食事が開始になります。

安静度

制限はありません。
手術前にリハビリの診察があ
ります。

穿刺した側の足を曲げないよう
にして、ベッド上で安静に過ご
します。ベッドの頭部を上げる
ことができるので、看護師を
呼んでください。

排　泄

制限はありません。 尿の管が入り、自然に尿が排泄
されます。
排便はベッド上で行うので、
看護師にお知らせください。

清　潔

シャワーに入ります。 温かいタオルで体を拭き
ます。

介助でシャワーに入ることができます。

説　明
指　導

病棟をご案内し、入院中の生
活とスケジュールについて看
護師から説明します。
同意書類は看護師に渡してく
ださい。

貴金属類などの貴重品は
ご家族にお渡しください。
荷物はご家族に一旦おお持
ち帰りいただくか、ロッ
カーに保管します。
手術中はご家族にファミ
リールームで待機していた
だきます。

手術後は集中治療室に移りま
す。

痛みや吐き気がある場合は、我
慢せずに看護師にお知らせくだ
さい。

一般病棟に移ります。 退院の書類を受け取ってから
退院の手続きになります。
診察券やお薬などをお返しし
ます。
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状態に応じたリハビリを開始することができる。

この予定表はおおよその目安です。患者さんの状態や治療の経過等により、予定が変更になったり入院期間が
前後することがありますのでご了承ください。わからないことがありましたら、遠慮なくスタッフにご相談ください。

/

リハビリを開始します。
リハビリに応じて、安静後がかわります。

歩行ができれば尿の管を抜きます。

内服薬は医師の指示どおりに内服するようお願いします。

穿刺した方の足が多少むくむことがありますが、そのまま様子を見て問題ありません。

高い熱が出たり、創部が腫れる・赤くなる、痛みが強くなるなどの症状がある場合は、外来にご連絡、ご相談ください。


